
四
国
方
言
の
分
類
と
位
置

日
本
言
語
地
図
を
利
用
し
て

一
、
は
じ
め
に

拙
稿
「
九
州
方
言
の
分
類
と
位
置
」
（
語
文
研
究
第
七
十
三
号
）

（
以
下
前
稿
）
で
は
九
州
地
方
（
県
庁
所
在
地
七
地
点
及
び
北
九
州

市
）
と
そ
れ
に
隣
接
す
る
中
園
地
方
（
山
口
県
山
口
市
と
山
口
県
下

関
市
）
、
四
国
地
方
（
愛
媛
県
松
山
市
、
高
知
県
高
知
市
）
の
以
上

十
二
地
点
相
互
の
比
較
を
し
て
九
州
方
言
の
分
類
と
位
置
に
関
し
て

言
及
し
た
。
あ
る
程
度
の
事
は
言
え
た
と
思
わ
れ
る
が
、
デ
ー
タ
の

分
析
に
於
て
い
た
ら
な
い
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
こ
と
は
認
め
ざ
る
を
得

な
い
。
本
稿
で
は
四
国
と
そ
の
周
辺
の
一
五
地
点
の
デ
1
タ
の
分
析

を
試
み
る
わ
け
で
あ
る
が
、
分
析
の
際
、
単
（
重
）
回
帰
分
析
の
手

法
を
取
り
入
れ
て
、
よ
り
客
観
的
な
デ
ー
タ
解
析
を
試
み
た
。

本
稿
で
対
象
と
す
る
地
点
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。
四
国
で
は
県

庁
所
在
地
の
高
知
市
（
高
知
県
）
、
松
山
市
（
愛
媛
県
〉
、
高
松
市

（
香
川
県
）
、
徳
島
市
（
徳
島
県
）
、
そ
れ
に
高
知
県
の
土
佐
清
水

手話

JI頂

i
 
l
 
『．，

市
を
取
り
上
げ
る
。
九
州
か
ら
は
四
国
に
面
す
る
県
庁
所
在
地
の
宮

崎
市
（
宮
崎
県
）
、
大
分
市
（
大
分
県
）
、
そ
れ
に
福
岡
県
の
北
九

州
市
の
三
市
。
中
園
地
方
か
ら
は
四
国
に
面
す
る
県
庁
所
在
地
の
山

口
市
（
山
口
県
）
、
広
島
市
（
広
島
県
）
、
岡
山
市
（
岡
山
県
）
の

三
市
。
近
畿
地
方
か
ら
は
同
様
に
四
国
に
面
す
る
県
庁
所
在
地
の
神

戸
市
（
兵
庫
県
）
、
大
阪
市
（
大
阪
府
）
、
和
歌
山
市
（
却
歌
山
県
）
。

そ
れ
に
直
接
四
国
に
は
面
し
て
い
な
い
が
、
大
阪
府
に
隣
接
す
る
京

都
府
の
京
都
市
を
古
来
言
語
の
発
信
地
と
し
て
四
国
に
対
し
て
如
何

な
る
位
置
に
あ
る
か
を
知
る
た
め
に
対
象
地
点
に
取
り
入
れ
た
。
ま

た
、
四
国
で
土
佐
清
水
市
（
高
知
県
）
を
取
り
上
げ
た
理
由
は
四
国

西
端
部
地
方
を
非
四
国
的
な
方
言
（
対
岸
の
大
分
や
山
口
と
同
じ
分

類
）
と
位
置
付
け
る
見
方
が
あ
る
た
め
、
そ
れ
を
検
証
す
る
た
め
に

取
り
上
げ
た
。

ま
た
こ
れ
ら
の
地
点
の
言
語
情
報
は
副
題
に
あ
げ
た
よ
う
に
、
日

本
言
語
地
図
か
ら
、
霊
応
し
た
。



二
、
方

j去

前
稿
と
繰
り
返
し
に
な
る
部
分
も
あ
る
が
本
稿
で
も
必
要
な
事
で

あ
る
の
で
以
下
述
べ
て
ゆ
く
。

四
国
の
内
部
の
言
語
状
態
お
よ
び
そ
の
周
辺
地
域
の
四
国
方
言
と

の
か
か
わ
り
合
い
を
調
べ
る
た
め
に
前
節
に
あ
げ
た
一
五
地
点
を
選

ん
だ
。
そ
し
て
そ
の
地
点
各
々
で
、
あ
る
言
葉
に
対
し
て
ど
う
い
う

言
い
方
を
す
る
か
を
日
本
言
語
地
図
か
ら
抜
き
出
し
、
お
互
い
に
比

較
し
、
そ
の
相
違
度
を
点
数
化
す
る
（
点
数
化
の
方
法
は
後
述
）
。

そ
れ
を
言
語
地
図
各
項
目
に
わ
た
っ
て
行
い
、
総
計
す
る
と
、
あ
る

地
点
か
ら
見
た
と
き
の
他
の
地
点
と
の
相
対
的
な
言
語
的
距
離
が
点

数
化
さ
れ
る
。
こ
れ
を
一
五
地
点
全
て
に
対
し
て
行
う
と
、
相
互
の

言
語
的
な
距
離
が
見
え
て
来
る
。
つ
ま
り
、
相
対
的
な
関
係
の
度
合

が
相
違
度
の
合
計
点
の
比
較
で
分
か
る
の
で
あ
る
。

こ
の
方
法
の
問
題
点
は
、
日
本
言
語
地
図
が
全
て
の
項
目
に
対
し

て
常
に
同
一
地
点
の
報
告
が
行
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
で

あ
る
。
そ
乙
で
あ
る
地
点
の
言
語
情
報
が
得
ら
れ
な
い
場
合
、
本
稿

で
は
次
善
の
策
と
し
て
、
同
じ
市
内
で
別
の
調
査
地
点
が
あ
れ
ば
そ

こ
の
言
語
情
報
を
使
う
、
そ
れ
で
も
情
報
が
得
ら
れ
な
い
場
合
は
そ

こ
に
最
も
近
い
地
点
の
情
報
を
用
い
る
こ
と
に
し
た
。
こ
の
解
決
策

に
は
問
題
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
全
体
的
な
結
果
を
左
右
す
る
ほ

ど
の
弱
点
に
な
る
と
も
思
わ
れ
な
い
。
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次
に
基
準
と
し
た
各
地
点
と
そ
の
地
点
番
号
を
あ
げ
る
。

四
国
地
方

土
世
清
杢
巾
ニ
コ
・

ωω
（
ニ
コ
・

ω∞）

高

知

市

＝

＝

・

2

松

山

市

工

c
－・

2

高
松
市

2
2・
S
（
2
3・由
ω）

徳
島
市

2
2・
コ
（
玄
白
∞
・

ω
ω
2
2・
2
）

九
州
地
方

北

九

州

二

三

・

2

大

分

市

二

2
・
Z

宮

崎

市

∞

ω
同町・

2

中
園
地
方

山

口

市

町

ω
∞印・

2

広
島
市

2
ζ
・
2

岡
山
市
白
血
問
問
・
∞
∞
（

2
2・
2
）

近
畿
地
方

神
戸
市

2
2・
2
（
2
2・
N
0
2
2・
MM）

大
阪
市
町
町
田

N・
ご
（
田
町
印

N・
2
2
m
N・
MN）

和
歌
山
市
田
町
∞
0

・
2

京
都
市

2
u
N・
∞
由
（
田
町

ωω
・
ω
H
2
3・印∞）

ま
た
、
こ
の
点
数
化
に
よ
る
地
域
分
類
の
も
う
一
つ
の
弱
点
（
特

徴
に
も
な
る
わ
け
だ
が
）
は
、
日
本
言
語
地
図
の
調
査
項
目
の
ほ
と

ん
ど
が
語
量
で
あ
る
こ
と
、
よ
っ
て
、
文
法
や
車
田
韻
等
の
要
素
が
余

り
含
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。

結
果
、
ほ
と
ん
ど
の
部
分
が
語
量
項
目
の
動
静
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ

る
わ
け
で
あ
る
。
具
体
的
に
述
べ
る
と

文

法

二

五

項

目

音

韻

二

ハ

項

目

語
集
二
二
六
項
目

計

二

六

七

項

目

項
目
に
よ
っ
て
は
採
ら
な
か
っ
た
も
の
が
あ
る
（
前
橋
注
参
照
）
。

言
語
地
図
三
百
項
目
の
う
ち
利
用
し
た
の
は
二
四
六
項
目
、
一
つ
の

事
項
が
言
語
地
図
数
枚
に
わ
た
っ
て
い
る
も
の
は
一
項
目
に
ま
と
め
、

ま
た
一
つ
の
事
項
が
例
え
ば
文
法
、
語
棄
の
二
つ
に
わ
た
る
と
解
釈

さ
れ
る
も
の
は
二
回
数
え
た
の
で
右
記
の
よ
う
な
結
果
（
一
エ
ハ
七
項

目
）
に
な
っ
た
。
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こ
こ
で
一
つ
の
疑
問
、
変
化
の
早
い
語
集
項
目
に
よ
っ
て
方
言
相

互
の
親
疎
を
述
べ
る
こ
と
が
出
来
る
の
か
と
い
う
事
が
う
か
び
あ
が

る
か
も
し
れ
な
い
。
今
ま
で
の
ほ
と
ん
ど
の
論
文
が
変
化
の
よ
り
少

な
い
、
よ
り
基
本
的
と
考
え
ら
れ
る
音
韻
・
文
法
の
項
目
を
基
に
し

て
方
言
の
区
画
な
ど
を
論
じ
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
観
点

を
変
え
る
と
、
語
嚢
と
い
う
も
の
は
文
化
（
言
語
文
化
）
を
も
っ
と

も
直
接
に
反
映
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
文
化
の
流
れ
を
見
る
に
は

逆
に
最
適
と
も
言
え
る
面
を
持
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
都
市
聞
の



交
流
、
都
市
と
郡
部
の
交
流
な
ど
を
考
え
る
に
は
非
常
に
適
し
て
い

る
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
今
ま
で
の
方
言
区
画
論
と
は
目
指
し
て
い

る
も
の
が
違
う
と
い
う
見
方
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
故
、
語
嚢

項
目
が
ほ
と
ん
ど
を
占
め
る
こ
と
に
は
問
題
が
な
い
と
考
え
る
。
む

し
ろ
逆
に
語
蒙
項
目
以
外
は
採
ら
な
い
と
い
う
方
法
も
あ
る
か
と
思

わ
れ
、
そ
の
方
が
、
ニ
一
一
口
語
文
化
・
言
葉
の
流
れ
を
考
え
る
に
は
明
快

か
と
恩
わ
れ
る
が
、
そ
の
手
法
は
次
稿
以
降
に
と
る
こ
と
に
し
、
今

固
ま
で
は
語
集
、
文
法
、
音
声
の
三
つ
に
わ
た
っ
て
項
目
を
と
る
こ

と
に
す
る
。

例
え
ば
江
戸
時
代
に
編
ま
れ
た
方
言
集
（
は
ま
お
き
）
に
載
っ
て

い
る
僅
言
が
ど
れ
く
ら
い
現
代
に
お
い
て
残
存
し
て
い
る
か
を
調
べ

た
論
文
（
松
田
正
義
氏
・
「
は
ま
お
き
」
を
追
跡
す
る
・
九
州
大
谷

研
究
紀
要
2
）
が
あ
る
が
、
方
法
と
し
て
は
そ
れ
と
同
様
の
事
と
考

え
て
い
い
と
思
わ
れ
る
。
片
や
、
隔
た
っ
た
時
聞
が
言
葉
に
ど
う
い

う
影
響
を
与
え
て
い
る
か
が
問
題
と
な
り
、
片
や
、
隔
た
っ
た
空
間

が
ど
れ
だ
け
の
影
響
を
言
語
に
与
え
て
い
る
か
が
問
題
と
な
る
の
で

あ
る
。
つ
ま
り
、
他
方
は
通
時
的
な
考
察
で
あ
り
当
方
は
共
時
的
な

考
察
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

具
体
的
な
点
数
化
の
方
法
を
次
に
示
す
。
異
な
り
度
合
を
一

O
点

満
点
か
ら
O
点
ま
で
の
聞
で
次
の
よ
う
に
設
定
す
る
。

音
韻

O
点
五
点

発
音
が
同
じ
場
合

似
た
よ
う
な
発
音
で
あ
る
が
、
音
価
が
少
し
異
な
る
場

A 
口

十
点
音
価
が
全
く
異
な
る
場
合

以
上
、
こ
の
三
つ
を
基
本
に
し
て
あ
と
は
そ
れ
ぞ
れ
の
程
度
に

応
じ
て
点
数
化
す
る
。

語
嚢O
点
二
点
四
点

同
じ
形
の
場
合

語
尾
の
み
異
な
る
も
の

同
系
統
と
思
わ
れ
る
も
の
の
最
低

同
系
統
の
語
が
複
数
あ
る
場
合
の
最
低

同
系
統
と
異
系
統
の
語
が
同
時
に
あ
る
場
合
の
最
低

異
系
統
の
語
が
二
つ
あ
り
、
そ
の
う
ち
の
一
つ
の
語
尾

の
み
共
通
の
場
合

十
点
全
く
異
な
る
語
形
の
場
合

以
上
、
こ
の
六
つ
を
基
本
に
し
て
あ
と
は
相
違
の
程
度
に
応
じ

て
点
数
化
す
る
。
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八六
点点

ニ
、
点
数
化
に
よ
る
結
果
及
び
分
析

以
上
の
よ
う
な
方
法
で
各
地
点
間
相
互
の
相
違
度
を
点
数
化
し
合

計
す
る
と
表
ー
の
よ
う
に
な
る
。
同
じ
枠
内
で
上
方
に
示
し
て
い
る



表I 二地点聞の相違度の点数化及びその百分率

＼ 高 松 高 t憲 大 宮 山 広 岡 神 大 尽

知 山 松 島 分 崎 口 島 山 戸 阪 都

＼ 29.3 34.5 37.3 34.5 39.0 37.0 41.2 38.9 37.8 40.7 40.8 39.3 38.9 42.l 722 849 918 849 960 909 1013 957 929 1002 1004 967 956 1035 

高 29.3 ＼ 33.7 35.0 31.3 39.3 35.4 38.6 38.6 36.0 34.9 33.l 36.9 36.8 35.5 知 722 829 861 771 968 872 949 950 部6858 815 907 906 874 

松 34.5 33.7 I¥ 30.6 29.3 34.6 32.2 36.4 32.8 31.4 31.5 33.7 36.4 34.7 35.9 山 849 829 753 720 852 792 895 807 773 775 829 896 853 884 

高 37.3 35.0 30.6 ト＼ 26.5 36.8 37.5 41.2 41.5 32.9 28.5 31.5 33.l 32.2 30.7 松 918 861 753 653 906 922 1014 1020 809 700 775 814 791 756 

徳 34.5 31.3 29.3 26.5 ＼ 37.8 36.7 37.9 38.2 32.2 30.0 33.0 32.7 32.6 33.0 島 849 771 720 653 929 903 933 940 793 737 813 804 801 813 

先39.0 39.3 34.6 36.8 37.8 ｜＼ 29.6 38.9 33.5 36.7 36.4 36.3 38.9 34.9 39.8 960 9回 852 906 929 729 958 825 902 895 892 958 858 979 

大 37.0 35.4 32.2 37.5 36.7 29.6 ＼ 31.1 34.3 33.5 36.l 34.7 39.4 37.8 39.7 分 909 872 792 922 903 729 764 843 823 邸9 853 969 930 977 

宮 41.2 38.6 36.4 41.2 37.9 38.9 31.l ＼ 41.3 40.2 39.l 40.6 43.9 41.5 44.2 崎 1013 949 895 1014 933 958 764 1015 989 962 998 1081 1021 1087 

山 38.9 38.6 32.8 41.5 38.2 33.5 34.3 41.3 ｜＼ 30.8 37.7 37.2 40.5 38.5 41.2 
口 957 950 807 1020 940 825 843 1015 758 928 916 996 946 1014 

広 37.8 36.0 31.4 32.9 32.2 36.7 33.5 40.2 30.8 ＼ 29.5 33.4 36.5 36.4 37.6 島 929 回6 773 809 793 902 823 989 758 725 822 897 896 926 

岡 40.7 34.9 31.5 28.5 30.0 36.4 36.l 39.l 37.7 29.5 I¥ 27.4 31.l 31.1 30.7 山 1002 858 775 700 737 895 889 962 928 725 674 766 765 754 

神 40.8 33.l 33.7 31.5 33.0 36.3 34.7 40.6 37目233.4 27.4 ＼ 24.l 25.l 24.5 戸 1004 815 829 775 813 892 853 998 916 822 674 594 617 602 

大 39.3 36.9 36.4 33.l 32.7 38.9 39.4 43.9 40.5 36.5 31.l 24.l ＼ 26.4 25.3 阪 967 907 896 814 804 958 969 1081 996 897 766 594 649 623 

38.9 36.8 34.7 32.2 32.6 34.9 37.8 41.5 38.5 36.4 31.1 25.1 26.4 ＼ 23.l 956 906 853 791 801 858 930 1021 946 896 765 617 649 569 

京 42.l 35.5 35.9 30.7 33.0 39.8 39.7 44.2 41.2 37.6 30.7 24.5 25.3 23.l ＼ 都 1035 874 部4 756 813 979 977 1087 1014 926 754 602 623 569 
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数
字
は
各
地
点
の
点
数
を
満
点
の
二
四
六

O
点
で
割
っ
た
も
の
で
、

比
較
す
る
地
点
と
の
相
違
度
を
パ
ー
セ
ン
ト
で
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

注
ー

ま
た
、
地
図
に
よ
り
こ
れ
ら
各
地
点
の
直
線
距
離
を
調
べ
て
表
に
し

た
も
の
が
、
注
に
あ
げ
た
表
E
で
あ
る
。

前
稿
で
は
こ
の
表
I
と
表
E
と
か
ら
得
ら
れ
た
グ
ラ
フ
を
重
ね
合

わ
せ
る
と
い
う
手
法
を
採
り
分
析
を
行
っ
た
が
、
そ
の
際
重
ね
合
わ

せ
の
基
準
の
取
り
方
が
窓
意
的
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
言
わ
ざ
る
を

得
な
い
。

本
稿
で
は
「
は
じ
め
に
」
で
も
述
べ
た
よ
う
に
単
（
重
）
回
帰
分

析
の
手
法
を
取
り
入
れ
て
分
析
を
行
な
っ
た
。
今
回
は
変
数
に
距
離

の
み
を
と
り
計
算
を
行
っ
た
（
今
後
、
変
数
の
数
を
増
や
し
て
ゆ
き

距
離
に
加
え
て
ど
う
い
う
要
素
が
言
語
の
伝
達
に
影
響
を
与
え
て
い

る
か
を
考
え
て
行
き
た
い
）
。
表
I
（
相
違
度
）
、
表
E
（
距
離
）

の
全
デ
1
タ
（
一

O
五
件
）
を
も
と
に
計
算
を
行
う
と
次
の
式
が
得

ら
れ
る
。

吋
HHM
∞・日
M
4
2
＋
0
・0
N
由
町
田
岡
（
相
関
係
数
0
・
コ
吋
N
∞
ω〉

Y
は
予
測
値
（
単
回
帰
分
析
か
ら
得
ら
れ
る
あ
る
地
点
の
予
想
さ

れ
る
相
違
度
）

X
は
距
離
（
基
準
地
点
と
あ
る
地
点
と
の
直
線
距
離
）

相
関
係
数
を
信
頼
の
置
け
る
値
に
ま
で
引
き
上
げ
る
た
め
、
誤
差

（
実
際
の
相
違
度
か
ら
右
の
式
で
得
ら
れ
た
予
測
値
Y
を
引
い
た
も

の
）
の
大
き
い
箇
所
を
除
い
て
計
算
し
直
す
（
誤
差
が
大
き
い
所
は

デ
ー
タ
と
し
て
一
般
的
で
な
い
、
特
別
な
原
因
が
あ
る
箇
所
と
考
え

ら
れ
る
）
。
こ
の
場
合
誤
差
が
仲
品
%
以
上
の
も
の
を
カ
ッ
ト
し
た
。

デ
l
タ
数
八
八
件
で
再
び
計
算
を
行
う
と

J
T
N
P
－∞
0
4
0
＋
0
・0
2
2
H
（
相
関
係
数
0
・∞
2

3

∞）

．・・・・式
A

と
な
り
、
相
関
係
数
が
か
な
り
高
く
十
分
信
頼
す
る
に
足
る
と
思
わ

れ
る
。
よ
っ
て
こ
の
式
A
を
採
用
す
る
こ
と
に
す
る
。
デ
ー
タ
を
カ
ッ

ト
し
た
部
分
は
こ
の
式
A
に
よ
っ
て
許
量
を
行
い
、
新
た
に
予
副
値
・

誤
差
を
算
出
す
る
。

次
に
グ
ラ
フ
の
横
軸
に
距
離
、
縦
軸
に
相
違
度
を
と
っ
て
、
表
－
－

E
か
ら
得
ら
れ
る
デ
l
タ
を
書
き
込
み
、
さ
ら
に
右
で
得
ら
れ
た
式

A
を
同
じ
グ
ラ
フ
に
書
き
込
む
と
図

a
i図
o
が
得
ら
れ
る
。
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問
、
考

察

前
節
で
得
ら
れ
た
図
a
j図
o
を
見
る
と
、
式
A
で
表
さ
れ
る
直

線
よ
り
下
に
位
置
す
る
都
市
と
上
に
位
置
す
る
都
市
と
が
あ
る
こ
と

が
分
か
る
。
上
に
位
置
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
距
離
の
割
に
は
言
語
の
相

違
度
が
大
き
く
、
下
に
位
置
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
距
離
の
割
に
言
語
の

相
違
度
が
小
さ
い
こ
と
を
表
し
て
い
る
。
ま
た
直
線
に
近
い
ほ
ど
、

言
語
が
距
離
と
見
合
っ
た
相
違
度
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
示
す
。
以

下
、
こ
れ
ら
の
図
に
基
づ
い
て
考
察
を
進
め
る
。
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図
a
、
土
佐
清
水
市
か
ら
見
た
場
合

全
体
的
に
見
て
直
線
よ
り
上
に
位
置
す
る
都
市
が
き
わ
め
て
多
い

こ
と
が
目
に
つ
く
。
つ
ま
り
、
言
語
的
に
孤
立
し
た
都
市
と
言
う
こ

と
が
出
来
よ
う
。
直
線
よ
り
下
に
位
置
す
る
の
は
二
都
市
、
高
知
市

と
徳
島
市
だ
け
。

四
国
の
都
市
を
見
て
み
よ
う
。
松
山
市
（
誤
差
N

・
H
H
直
線
か
ら

M

－
－
%
上
方
に
位
置
す
る
と
い
う
事
を
表
す
。
以
下
同
様
）
と
高
松

市
（
誤
差
N

・
5
が
直
線
よ
り
上
に
位
置
し
、
言
語
的
な
異
な
り
が

あ
る
程
度
大
き
い
こ
と
を
示
す
。
こ
れ
は
聞
に
四
国
山
脈
が
横
た
わ
っ

て
、
交
流
を
妨
げ
て
き
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
高
知
市
（
誤
差
l
N
・4
）

は
同
県
内
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
さ
す
が
に
言
語
的
に
近
し
い
。

徳
島
市
（
誤
差
！
？

C
が
次
に
言
語
的
に
近
し
い
。

四
国
以
外
の
都
市
を
見
て
み
よ
う
。

九
州
の
東
海
岸
に
位
置
す
る
三
都
市
、
宮
崎
市
（
誤
差
ア
ご
、

大
分
市
（
誤
差
品
・
0

）
、
北
九
州
市
（
誤
差
？

C
の
何
れ
を
見
て

も
相
違
度
が
大
き
く
、
特
に
海
上
交
通
に
よ
る
結
び
付
き
が
考
え
ら

れ
る
宮
崎
市
、
大
分
市
と
の
相
違
度
が
そ
れ
を
殆
ど
う
か
が
わ
せ
な

い
事
は
驚
き
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
従
来
四
国
の
西
端
部
が
九
州
東
部

と
の
つ
な
が
り
を
言
語
的
に
持
っ
て
い
る
と
の
説
は
再
考
を
要
す
る

か
と
思
わ
れ
る
。

中
園
地
方
の
山
口
市
（
誤
差
戸
喧
）
、
広
島
市
（
誤
差
戸
町
）
、
岡

山
市
（
誤
差
問
・
ω
）
、
近
畿
地
方
の
神
戸
市
（
誤
差
？

C
、
大
阪
市

（
誤
差
ケ
臼
）
、
和
歌
山
市
（
誤
差
M

－
C
、
京
都
市
（
誤
差
ω
・0
）

な
ど
も
相
違
度
が
高
い
。

図
b
、
高
知
市
か
ら
見
た
場
合

全
体
的
に
見
た
場
合
、
土
佐
清
水
市
ほ
ど
で
は
な
い
が
や
は
り
孤

立
の
傾
向
が
強
い
と
言
え
る
。
直
線
よ
り
下
に
位
置
す
る
の
は
土
佐

清
水
市
、
徳
島
市
、
神
戸
市
、
京
都
市
の
四
都
市
。
上
に
位
置
す
る

の
は
そ
れ
以
外
の
十
都
市
で
あ
る
。

四
国
の
都
市
を
見
て
み
る
と
、
土
性
清
水
市
（
誤
差
l
M
・
3
、
徳

島
市
（
誤
差
I
H
－
－
）
が
直
線
よ
り
下
に
位
置
す
る
。
土
佐
清
水
市

は
前
項
で
述
べ
た
よ
う
に
同
県
内
と
い
う
事
か
ら
近
し
い
と
考
え
ら

れ
、
ま
た
徳
島
市
は
、
高
知
県
の
土
佐
清
水
市
以
外
で
は
四
国
以
外

の
都
市
を
含
め
最
も
相
違
度
が
低
い
。
徳
島
市
を
含
め
た
四
国
南
部

で
の
言
葉
の
交
流
を
う
か
が
わ
せ
る
。
松
山
市
（
誤
差
N

・
C
、
高

松
市
（
誤
差
ω
・
ご
は
直
線
よ
り
上
に
位
置
す
る
。
や
は
り
、
四
国

南
部
と
北
部
の
言
語
交
流
の
少
な
さ
と
い
う
も
の
を
示
唆
す
る
。

四
国
以
外
の
都
市
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

九
州
東
海
俸
の
宮
崎
市
（
誤
差
「
由
）
、
大
分
市
（
誤
差
？
－
）
、

北
九
州
市
（
誤
差
？
乙
は
い
ず
れ
も
直
線
よ
り
上
に
位
置
す
る
。

し
か
し
、
距
離
の
上
で
は
も
っ
と
九
州
東
海
岸
に
近
い
土
佐
清
示
市

か
ら
こ
れ
ら
三
都
市
を
見
た
場
合
（
図

a
）
と
比
較
す
る
と
そ
の
相

違
度
（
誤
差
〉
は
小
さ
く
、
土
佐
清
水
市
が
や
は
り
聞
か
れ
た
都
市
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で
は
な
い
こ
と
を
物
語
る
。

中
国
地
方
の
山
口
市
（
誤
差
ω
・
5
、
広
島
市
（
誤
差
？
C

）
、
岡

山
市
（
誤
差
戸
N

）
は
い
ず
れ
も
直
線
よ
り
上
に
位
置
す
る
が
、
土

佐
清
水
市
の
場
合
（
図

a
）
と
比
較
す
る
と
、
そ
の
相
違
度
が
低
い

事
、
九
州
東
海
岸
の
場
合
と
同
様
で
あ
る
。

近
畿
地
方
の
諸
都
市
を
見
ょ
う
。
神
戸
市
（
誤
差
ー
－
－

S
と
京

都
市
（
誤
差
l

？
由
）
が
直
線
よ
り
下
に
位
置
す
る
事
は
特
筆
す
べ

き
事
で
あ
る
。
京
都
市
の
位
置
は
古
来
言
語
情
報
の
発
信
地
で
あ
っ

た
事
で
そ
の
説
明
が
つ
け
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
神
戸
市
が
高
知
市
と

言
語
的
に
近
し
い
と
い
う
の
は
、
明
治
以
降
の
そ
の
港
町
と
し
て
の

発
達
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
神
戸
市
に
比
し
て
の
大
阪
市
（
誤

差－・

5
の
位
置
も
面
白
い
。
大
商
業
都
市
の
大
阪
市
が
神
戸
市
よ

り
も
言
語
的
に
は
遠
い
位
置
を
占
め
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
和
歌
山

市
（
誤
差
戸
喧
）
は
距
離
的
に
は
近
畿
の
他
の
三
都
市
よ
り
も
近
い

の
に
言
語
的
に
は
さ
ほ
ど
近
し
く
な
い
の
は
同
市
が
言
語
情
報
発
信

の
力
に
乏
し
い
た
め
か
。

図
c
、
松
山
市
か
ら
見
た
場
合

全
体
的
に
見
る
と
諸
都
市
は
直
線
よ
り
や
や
下
方
に
振
れ
て
分
布

し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
解
放
的
か
。

四
国
の
諸
都
市
の
状
態
を
考
え
て
み
る
。
直
線
よ
り
下
に
あ
る
の

は
高
松
市
（
誤
差
l

N

・N
）
、
徳
島
市
（
誤
差
！
？
己
で
あ
る
。
徳

島
市
の
ほ
う
が
距
離
（
横
軸
）
の
上
で
は
遠
く
に
位
置
す
る
の
に
相

違
度
（
縦
軸
）
で
は
下
に
位
置
し
て
い
る
。
こ
れ
は
言
語
文
化
を
始

め
徳
島
市
と
の
鯖
び
付
き
が
強
い
こ
と
を
表
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。
直
線
よ
り
上
に
あ
る
の
は
高
知
市
（
誤
差
？

C
、
土
佐
清
水

市
（
誤
差
戸
乙
で
あ
り
、
と
も
に
四
国
南
部
に
位
置
し
、
北
部
の

松
山
市
と
の
交
流
が
少
な
い
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

四
国
以
外
の
都
市
を
見
て
み
る
。

九
州
東
海
岸
の
大
分
市
（
誤
差
1
0
・
C
北
九
州
市
（
翠
雲
己
、

宮
崎
市
（
誤
差
0

・
C
は
直
線
か
ら
さ
ほ
ど
離
れ
て
は
い
な
い
。
宮

崎
市
と
の
誤
差
が
さ
ほ
ど
大
き
く
な
い
の
は
宮
崎
市
の
言
語
的
性
格

を
考
え
て
み
る
と
こ
れ
は
特
記
し
て
い
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。

中
国
地
方
の
山
口
市
（
誤
差
0

・0
）
、
広
島
市
（
誤
差
0

・
ご
も

直
線
上
か
ら
余
り
離
れ
て
い
な
い
所
に
位
置
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

都
市
と
の
交
流
は
親
で
も
疎
で
も
な
い
。
間
に
あ
る
海
が
交
流
の
支

障
に
な
っ
て
は
い
な
い
よ
う
だ
。
山
口
市
と
の
誤
差
が

O
%で
あ
る

と
い
う
の
は
山
口
市
の
言
語
的
性
格
を
考
え
る
と
む
し
ろ
注
目
す
べ

き
で
あ
ろ
う
。
中
園
地
方
と
で
は
む
し
ろ
岡
山
市
（
誤
差
l

－－三

と
の
交
流
が
相
対
的
に
深
い
と
見
え
る
。

近
畿
地
方
の
諸
都
市
は
和
歌
山
市
（
誤
差
1
0
・
由
）
、
大
阪
市

（
誤
差
。
・

3
、
神
戸
市
（
誤
差
l

N

・
ご
、
京
都
市
（
誤
差
？
と

の
何
れ
も
直
線
よ
り
下
に
位
置
し
、
こ
れ
ら
の
都
市
は
松
山
市
寄
り

に
振
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
神
戸
市
は
そ
の
中
で
も
一
番
近
し
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し、。

図
d
、
高
松
市
か
ら
見
た
場
r
A
ロ

全
体
的
に
見
た
場
合
、
直
線
よ
り
上
に
も
下
に
も
特
に
偏
っ
て
振

れ
て
い
る
と
は
感
じ
ら
れ
な
い
。

四
国
の
諸
都
市
を
見
る
と
、
直
線
よ
り
下
に
位
置
す
る
の
は
徳
島

市
（
誤
差
ム
・

3
、
松
山
市
（
誤
差
l

M

－M
）
で
あ
る
。
徳
島
市
と

の
交
流
の
深
さ
が
特
に
感
じ
ら
れ
る
が
、
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
図
a
、

b
、
C

ど
れ
を
見
て
も
そ
れ
は
言
え
る
こ
と
で
あ
る
。
特
に
松
山
市
、

高
松
市
、
徳
島
市
の
北
四
国
の
三
都
市
の
結
び
付
き
は
深
い
よ
う
だ
。

直
線
よ
り
上
に
位
置
す
る
の
は
高
知
市
（
誤
差
ω
・
己
、
土
佐
清
水

市
（
誤
差
N

・
5
の
ニ
都
市
。
共
に
南
四
国
の
都
市
で
南
北
聞
の
交

流
の
な
さ
を
示
す
。

四
国
以
外
の
都
市
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

九
州
東
海
岸
の
大
分
市
（
誤
差
ケ
－
）
、
宮
崎
市
（
誤
差
日
・

5
は

直
線
よ
り
上
に
位
置
し
、
北
九
州
市
（
誤
差
1
0
・
∞
）
は
下
に
位
置

す
る
。中
園
地
方
の
う
ち
対
岸
に
な
る
岡
山
市
（
誤
差
ケ
ご
は
あ
る

程
度
の
言
語
的
近
さ
が
あ
る
。
他
の
中
園
地
方
の
都
市
の
う
ち
広
島

市
（
誤
差

0

・
C
は
距
離
に
見
合
っ
た
位
置
に
あ
る
。
山
口
市

（
誤
差
問
－

C
は
随
分
と
言
語
的
距
離
が
大
き
い
。
山
口
に
近
い
九

州
東
海
岸
の
北
九
州
市
に
比
し
て
も
そ
の
言
語
的
距
離
の
大
き
さ
が

目
立
つ
。

近
畿
地
方
の
諸
都
市
、
和
歌
山
市
（
誤
差
0

・
乙
、
神
戸
市
（
誤

差
1
0
・
由
）
、
大
阪
市
（
誤
差
？
C

）
、
京
都
市
（
誤
差
？
品
）
を

見
る
と
京
都
市
の
言
語
的
な
近
さ
が
目
立
ち
、
そ
の
関
係
の
深
さ
が

う
か
が
え
る
。

図
e
、
徳
島
市
か
ら
見
た
場
合

全
体
的
に
見
る
と
明
ら
か
に
諸
都
市
は
直
線
の
下
方
に
振
れ
て
分

布
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
言
語
的
に
非
常
に
開
放
的
な
都
市
で
あ
る

と
言
え
る
。
直
線
よ
り
上
に
あ
る
の
は
四
都
市
で
あ
る
。
し
か
も
余

り
大
き
く
上
に
振
れ
て
い
な
い
。
下
に
あ
る
の
は
十
都
市
で
あ
る
。

四
国
地
方
の
都
市
を
見
る
と
、
高
松
市
（
誤
差
l

串・
M

）
、
高
知

市
（
誤
差
ー
－
・

5
、
松
山
市
（
誤
差
品
・

5
、
土
佐
清
水
市
（
誤

差
1
0
・
C
の
す
べ
て
が
下
に
分
布
し
て
い
る
。
高
松
市
、
松
山
市

が
か
な
り
下
方
に
分
布
し
て
い
る
事
で
徳
島
市
を
含
む
北
四
国
の
三

都
市
が
言
語
的
に
密
接
な
関
係
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
南
四
国
の

高
知
市
と
土
佐
清
水
市
ま
で
も
が
北
部
二
都
市
程
で
は
な
い
に
し
ろ

直
線
よ
り
下
に
分
布
し
て
い
る
の
は
徳
島
市
が
言
語
的
に
四
国
で
持

つ
影
響
力
が
非
常
に
大
き
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
松
山
市
や
高
松

市
か
ら
見
た
高
知
市
、
土
性
清
水
市
は
明
ら
か
に
直
線
よ
り
上
に
位

置
し
て
い
る
の
で
、
こ
れ
か
ら
見
て
も
徳
島
市
の
言
語
的
位
置
が
分

か
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
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四
国
以
外
の
都
市
を
見
る
と
次
の
如
く
で
あ
る
。

九
州
東
海
岸
の
三
都
市
、
大
分
市
（
誤
差
1
0
・m
）
、
北
九
州
市

（
誤
差
l

－・
0

）
、
宮
崎
市
（
誤
差
l

－・

5
は
す
べ
て
直
線
よ
り
下
に

分
布
し
て
い
る
。
徳
島
市
の
地
理
的
位
置
を
考
え
る
と
こ
れ
は
不
思

議
な
感
じ
が
す
る
。

も
っ
と
も
中
国
山
陽
地
方
の
岡
山
市
（
誤
差
！
？
三
、
広
島
市

（
誤
差
l
N
・
印
）
も
下
に
振
れ
て
い
る
の
で
（
松
山
市
、
高
松
市
は
も

と
よ
り
）
、
瀬
戸
内
海
を
通
し
て
の
雪
量
支
化
の
交
流
の
影
響
が
う

か
が
え
る
と
見
て
い
い
の
か
。
そ
れ
に
し
て
も
、
こ
こ
で
も
山
口
市

（
誤
差
0

・
S
は
上
に
振
れ
て
い
る
。

近
畿
地
方
の
和
歌
山
市
（
誤
差
「
三
、
神
戸
市
（
誤
差
「
ご
、

大
阪
市
（
誤
差
。
・

C
、
京
都
市
（
誤
差
1
0
・
C
は
、
京
都
市
を
除

く
三
つ
の
都
市
が
直
線
よ
り
上
に
位
置
し
、
京
都
市
も
他
の
都
市
か

ら
京
都
市
を
見
た
場
合
と
較
べ
る
と
余
り
下
に
振
れ
て
い
な
い
。
和

歌
山
市
な
ど
は
対
岸
に
位
置
し
て
い
る
の
で
言
語
的
に
も
っ
と
親
密

で
あ
っ
て
も
い
い
は
ず
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ら
の
近
畿
地
方
の

京
都
市
を
除
く
三
都
市
と
徳
島
市
は
特
に
近
し
い
と
は
言
え
な
い
関

係
に
あ
る
。
も
っ
と
も
、
上
に
振
れ
て
い
る
と
は
い
っ
て
も
そ
の
率

は
余
り
大
き
く
は
な
い
の
だ
が
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
徳
島
市
に
対

し
て
ほ
と
ん
ど
の
都
市
が
直
面
棉
よ
り
下
に
分
布
し
て
い
る
事
と
、
徳

島
市
が
こ
れ
ら
近
畿
地
方
の
諸
都
市
と
地
理
的
に
か
な
り
近
い
こ
と

を
思
う
と
、
こ
れ
は
非
常
に
特
徴
的
な
こ
と
で
あ
る
。
図
e
に
よ
る

限
り
、
や
は
り
、
言
語
情
報
の
強
力
な
発
信
地
で
あ
る
近
畿
地
方
の

都
市
に
桔
抗
す
る
だ
け
の
独
自
の
力
が
あ
る
と
い
う
事
か
。

図
f
、
北
九
州
市
か
ら
見
た
場
合

全
体
的
に
見
た
場
合
、
近
く
の
都
市
は
大
分
市
を
除
い
て
直
線
よ

り
上
に
位
置
し
、
岡
山
市
以
遠
の
都
市
は
直
線
よ
り
下
に
位
置
す
る

と
い
う
奇
妙
な
分
布
を
示
し
て
い
る
。
し
か
も
相
違
度
の
値
そ
の
も

の
も
み
な
ほ
と
ん
ど
似
か
よ
っ
て
い
る
。
こ
う
い
う
分
布
を
示
す
の

は
、
本
稿
で
は
こ
の
北
九
州
市
を
視
座
に
置
い
た
橿
宏
司
だ
け
で
あ
る
。

四
国
の
諸
都
市
を
見
て
ゆ
く
。
直
線
よ
り
上
に
位
置
す
る
の
は
松

山
市
（
誤
差
。
・

C
、
土
佐
清
水
市
（
誤
差
？

C
、
高
知
市
（
誤

差
ω
・
乙
で
あ
る
。
松
山
市
の
誤
差
は
き
わ
め
て
小
さ
い
。
土
佐
清

水
市
と
高
知
市
は
地
理
的
な
位
置
か
ら
言
っ
て
も
そ
の
プ
ラ
ス
の
誤

差
の
大
き
い
こ
と
が
う
な
ず
け
よ
う
。
直
線
よ
り
下
に
位
置
す
る
の

は
高
松
市
（
誤
差
1
0
・
5
、
徳
島
市
（
誤
差
I
H
－
－
）
の
二
都
市
。

こ
れ
は
瀬
戸
内
海
を
通
し
て
の
交
流
の
結
果
で
あ
ろ
う
。

四
国
以
外
の
諸
都
市
を
検
討
し
て
み
よ
う
。

九
州
東
岸
の
大
分
市
（
誤
差
l
N
・
間
〉
は
直
線
よ
り
あ
る
程
度
下

方
に
位
置
す
る
。
こ
れ
は
北
九
州
市
と
と
も
に
豊
前
・
豊
後
と
同
じ

豊
の
国
で
あ
る
こ
と
か
ら
説
明
で
き
よ
う
。
一
方
、
同
じ
九
州
東
岸

の
宮
崎
市
（
誤
差
？

C
は
逆
に
あ
る
程
度
直
線
よ
り
上
方
に
位
置

し
、
北
九
州
市
と
の
大
き
な
違
い
を
感
じ
さ
せ
る
。

ρ
0
 



中
、
山
陽
地
方
の
都
市
の
う
ち
、
直
線
よ
り
上
に
あ
る
の
は
山
口

市
（
誤
差
N

・
5
、
広
島
市
（
誤
差
ω
・
乙
で
あ
り
、
下
に
あ
る
の
は

岡
山
市
（
誤
差
！
日
・
乙
で
あ
る
。
今
ま
で
見
て
き
た
結
果
、
山
口

市
は
こ
の
場
合
を
含
め
て
、
結
構
ど
の
地
域
と
も
相
違
度
が
大
き
い
。

し
か
も
こ
の
場
合
、
山
口
市
は
最
も
近
距
離
に
あ
る
の
に
帯
離
度
は

低
く
は
な
い
。
距
離
は
そ
う
遠
く
な
い
広
島
市
の
帯
離
度
が
結
構
高

い
の
も
不
思
議
で
あ
る
。

近
畿
の
諸
都
市
は
和
歌
山
市
（
誤
差
｜
印
・
臼
）
、
神
戸
市
（
誤
差
ー
？

ω
）
、
大
阪
市
（
誤
差
l
N
－
m
）
、
京
都
市
（
誤
差

N
・
日
）
の
い
ず
れ

も
直
線
よ
り
大
き
く
下
に
一
団
と
な
っ
て
位
置
す
る
。
こ
れ
は
北
九

州
市
が
近
く
に
位
置
す
る
中
国
地
方
の
山
口
市
や
広
島
市
と
あ
ま
り

変
わ
ら
な
い
交
流
を
近
畿
地
方
の
諸
都
市
と
行
っ
て
い
る
こ
と
を
意

味
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
和
歌
山
市
（
相
違
度
ご
・
由
）
や
神
戸
市

（
相
違
度

2
・ω
）
は
相
違
度
そ
の
も
の
も
北
九
州
市
か
ら
の
距
離
が

半
分
し
か
な
い
広
島
市
（
相
違
度

2
・4
）
よ
り
そ
の
値
が
小
さ
く
、

そ
の
こ
と
を
裏
付
け
る
。
こ
と
に
和
歌
山
市
の
直
線
か
ら
の
軍
離
度

が
！
日
・
印
と
非
常
に
大
き
い
の
は
注
目
に
値
す
る
。

以
上
の
こ
と
は
、
北
九
州
市
が
明
治
以
降
急
激
な
発
展
を
と
げ
、

各
地
か
ら
大
勢
の
人
々
が
集
っ
て
き
た
と
い
う
事
実
を
あ
る
程
度
反

映
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

図
g
、
大
分
市
か
ら
見
た
場
合

全
体
的
に
見
た
場
合
、
諸
都
市
は
直
線
よ
り
や
や
下
に
振
れ
て
分

布
し
、
言
語
的
に
は
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
開
放
的
で
あ
る
と
見
て
よ

四
国
の
諸
都
市
を
見
て
み
よ
う
。
直
線
よ
り
上
に
位
置
す
る
の
は

土
佐
清
水
市
（
誤
差
？
三
、
高
知
市
（
誤
差
ケ
乙
、
高
松
市

（
誤
差
ケ
乙
で
あ
る
。
距
離
は
か
な
り
近
い
土
佐
清
水
市
の
誤
差

が
大
き
い
と
一
吉

考
え
ら
れ
る
。
む
し
ろ
距
離
の
遠
い
高
知
市
の
方
が
誤
差
、
相
違
度

共
に
数
値
が
小
さ
く
、
こ
の
場
合
、
遠
く
に
位
置
す
る
大
き
い
都
市

相
互
の
交
流
の
方
が
近
く
に
位
置
す
る
大
き
い
都
市
と
小
さ
い
都
市

と
の
交
流
よ
り
盛
ん
で
あ
る
こ
と
を
も
の
が
た
つ
て
い
る
。
但
し
、

そ
れ
を
一
般
化
で
き
る
か
ど
う
か
は
も
っ
と
例
数
を
ふ
や
す
必
要
が

あ
る
。
ま
た
直
線
よ
り
下
に
位
置
す
る
の
は
松
山
市
（
誤
差
1
0
・印）

、
徳
島
市
（
誤
差
1
0
・
5
で
あ
る
。
松
山
市
は
大
分
市
の
対
岸
に

位
置
す
る
こ
と
か
ら
そ
れ
は
首
肯
出
来
る
。

四
国
以
外
の
都
市
を
見
て
み
よ
う
。

九
州
東
海
岸
の
北
九
州
市
（
誤
差
l
N
・
己
、
宮
崎
市
（
誤
差
l
M－

M

）
は
い
ず
れ
も
直
線
よ
り
あ
る
程
度
下
に
位
置
し
、
そ
の
関
係
が

浅
く
な
い
事
を
う
か
が
わ
せ
る
。
こ
れ
は
前
稿
で
も
見
た
と
お
り
で

あ
る
。
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中
園
地
方
は
山
口
市
（
誤
差
戸
国
）
、
広
島
市
（
誤
差
0

・
】
〉
は

直
線
よ
り
上
に
位
置
し
、
岡
山
市
（
誤
差

0

・
町
）
は
直
線
よ
り
下



に
位
置
す
る
。
こ
の
場
合
も
山
口
市
と
の
言
語
的
関
連
は
あ
ま
り
深

ー〓「
h

、。

♂
Z
、
ふ
E
h

－－L
u

・

近
畿
地
方
の
和
歌
山
市
〈
誤
差
l

－－
M

）
、
神
戸
市
（
誤
差
！
？
∞
）

、
大
阪
市
（
誤
差
1
0
・
5
、
京
都
市
（
誤
差
l

－
・
町
）
は
皆
直
線
よ

り
下
に
位
置
し
、
瀬
戸
内
海
を
通
じ
て
の
こ
れ
ら
の
諸
都
市
と
の
交

流
を
う
か
が
わ
せ
る
。
特
に
神
戸
市
は
特
に
大
き
く
直
線
か
ら
下
に

軍
離
し
、
そ
の
言
語
的
な
関
係
の
深
さ
を
う
か
が
わ
せ
る
。

図
h
、
宮
崎
市
か
ら
見
た
場
合

全
体
的
に
見
て
、
諸
都
市
は
殆
ど
直
線
よ
り
上
方
に
振
れ
て
分
布

し
、
か
な
り
孤
立
し
た
言
語
で
あ
る
と
言
え
る
（
前
稿
の
結
果
に
同

じ
）
。
直
線
よ
り
下
に
あ
る
の
は
四
都
市
、
上
方
に
あ
る
の
は
十
都

市
で
あ
る
。

四
国
の
都
市
か
ら
見
て
行
く
と
、
直
線
よ
り
上
方
に
あ
る
の
は
土

佐
靖
水
市
（
誤
差
4

・
3
、
松
山
市
（
誤
差
0

・
C
、
高
知
市
（
誤

差
「
由
）
、
高
松
市
（
誤
差
「
由
）
で
あ
り
、
下
に
位
置
す
る
の
は

徳
島
市
（
誤
差
l

－
－
∞
）
だ
け
で
あ
る
。
こ
れ
ら
四
都
市
の
中
で
土

佐
清
水
市
が
距
離
の
上
で
は
最
も
近
い
の
に
、
直
線
か
ら
の
章
離
の

度
合
は
非
常
に
大
き
く
、
相
違
度
の
値
自
体
も
か
な
り
大
き
い
。
こ

れ
に
つ
い
て
は
、
前
項
の
大
分
市
か
ら
み
た
受
ロ
と
同
じ
事
が
言
え

よ
う
。
徳
島
市
は
距
離
の
面
で
も
決
し
て
近
い
と
は
言
え
ず
、
ま
た

こ
の
項
最
初
に
述
べ
た
よ
う
に
宮
崎
市
は
諸
都
市
か
ら
の
孤
立
の
度

合
が
強
い
言
語
で
あ
る
の
に
、
岡
市
が
マ
イ
ナ
ス
？
∞
の
一
帯
離
度
を

持
つ
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
徳
島
市
の
項
で
述
べ
た
よ
う

に
、
徳
島
市
の
影
響
力
の
強
さ
を
考
え
る
べ
き
か
。
し
か
し
、
こ
の

考
え
方
も
い
ま
一
つ
納
得
し
が
た
い
面
も
あ
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り

き
わ
め
て
常
識
的
に
考
え
る
と
、
徳
島
市
が
宮
崎
市
に
言
語
的
影
響

力
を
持
っ
て
い
る
と
は
考
え
に
く
い
の
で
あ
る
。
と
も
あ
れ
、
こ
れ

は
常
識
の
範
囲
内
の
解
釈
で
あ
る
こ
と
も
付
け
加
え
て
お
く
。

四
国
以
外
の
都
市
を
見
て
行
く
。

宮
崎
市
と
同
じ
九
州
東
海
岸
に
位
置
す
る
大
分
市
（
誤
差
l
N
・ご

は
直
線
の
下
に
位
置
し
、
北
九
州
市
（
誤
差
？

C
は
上
に
位
置
す

る
。
前
稿
で
宮
崎
市
が
九
州
の
諸
都
市
及
び
九
州
に
近
い
中
四
国
の

諸
都
市
の
中
に
於
て
一
人
大
分
市
と
だ
け
密
接
な
つ
な
が
り
が
あ
る

こ
と
を
見
た
が
、
本
稿
で
も
同
じ
結
果
が
見
ら
れ
る
。

中
国
山
陽
地
方
の
都
市
は
山
口
市
（
誤
差
問
・

5
、
広
島
市
（
誤

差
M

・
5
が
直
線
よ
り
上
に
位
置
し
、
岡
山
市
（
誤
差
1
0
・
5
が
下

に
位
置
す
る
。
こ
こ
で
も
近
く
の
二
都
市
（
山
口
市
、
広
島
市
）
の

誤
差
が
プ
ラ
ス
で
遠
く
の
都
市
（
岡
山
市
〉
の
誤
差
が
マ
イ
ナ
ス
で

あ
る
。
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近
畿
地
方
の
四
都
市
は
和
歌
山
市
（
誤
差
。
・
ご
、
大
阪
市
（
誤

差－－
M

）
、
京
都
市
（
誤
差
。
・
ご
が
直
線
よ
り
わ
ず
か
で
は
あ
る

が
上
に
位
置
し
、
神
戸
市
（
誤
差
！
？

C
が
直
線
よ
り
下
に
位
置

す
る
。
こ
れ
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
近
畿
地
方
の
四
都
市
に
対
し



て
他
の
多
く
の
都
市
が
示
し
て
い
る
よ
う
な
親
密
性
は
あ
ま
り
感
じ

ら
れ
ず
、
こ
の
点
特
筆
す
べ
き
事
と
思
わ
れ
る
。
辛
う
じ
て
、
神
戸

市
だ
け
が
マ
イ
ナ
ス
の
誤
差
を
示
し
て
い
る
。

図
i
、
山
口
市
か
ら
見
た
場
合

全
体
的
に
見
て
、
ほ
と
ん
ど
の
都
市
が
大
き
く
直
線
よ
り
上
方
に

振
れ
て
分
布
し
て
い
て
、
宮
崎
市
と
同
じ
位
も
し
く
は
そ
れ
以
上
に

孤
立
的
な
こ
と
が
そ
の
特
徴
で
あ
る
。
直
線
よ
り
下
に
分
布
し
て
い

る
の
は
三
都
市
、
上
に
分
布
し
て
い
る
の
は
十
一
都
市
。
原
因
の
一

つ
と
し
て
京
都
市
を
除
く
他
の
都
市
が
海
に
面
し
て
い
る
の
に
比
し

て
、
山
口
市
だ
け
が
そ
う
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
か
。

四
国
の
都
市
を
見
て
行
く
と
、
五
都
市
す
べ
て
軍
離
度
は
零
か
ら

プ
ラ
ス
の
方
に
振
れ
て
い
る
。
誤
差
の
大
き
い
順
に
並
べ
る
と
、
高

松
市
（
誤
差
問
・

5
、
土
性
清
水
市
（
誤
差
ω
・
ご
、
高
知
市
（
誤

差
ω
・
5
、
徳
島
市
（
誤
差
0

・

ε
、
松
山
市
（
誤
差
0

・
5
0
松
山

市
は
四
国
の
中
で
距
離
の
上
で
最
も
近
く
、
他
の
広
島
市
を
除
く
一

三
都
市
の
中
で
も
親
密
度
が
一
番
高
い
都
市
で
あ
る
。
間
に
あ
る
海

が
全
く
障
害
に
な
っ
て
い
な
い
。
南
四
国
と
は
交
流
の
面
で
疎
遠
で

あ
る
と
雪
弓
え
よ
う
。
そ
れ
に
し
て
も
高
松
市
の
項
で
も
述
べ
た
が
、

高
松
市
の
零
離
度
の
大
き
さ
は
甚
だ
し
い
。

四
国
以
外
の
都
市
を
見
て
行
く
。

九
州
東
岸
の
北
九
州
市
（
誤
差
戸
田
）
、
大
分
市
（
誤
差
戸
同
）
、

宮
崎
市
（
誤
差
問
－
M

）
は
何
れ
も
直
線
よ
り
上
に
位
置
し
、
交
流
は

深
い
と
は
言
え
な
い
。

中
園
地
方
南
岸
の
広
島
市
（
誤
差
l

－
・
乙
は
直
線
よ
り
下
に
位

置
す
る
三
つ
の
都
市
の
一
つ
で
あ
る
。
隣
県
と
い
う
こ
と
も
あ
り
山

口
市
に
と
っ
て
は
最
も
親
密
度
の
高
い
都
市
で
あ
る
。
岡
山
市
（
誤

差
？
喧
）
は
直
線
よ
り
上
に
位
置
す
る
。

近
畿
地
方
の
四
都
市
は
大
阪
市
（
誤
差
？

3
、
京
都
市
（
誤
差
0

・

5
が
直
線
よ
り
上
に
位
置
し
、
和
歌
山
市
（
誤
差
1
0
・
C
、
神
戸

市
（
誤
差
！
？
∞
）
が
直
線
よ
り
下
に
位
置
す
る
。
京
都
市
が
直
線

よ
り
上
に
位
置
す
る
数
少
な
い
都
市
の
一
つ
で
あ
る
。

図
j
、
広
島
市
か
ら
見
た
場
合

直
線
を
は
さ
ん
で
諸
都
市
が
均
等
に
上
下
に
分
布
し
て
い
て
、
偏

り
が
感
じ
ら
れ
な
い
。
直
線
よ
り
上
の
分
布
が
七
都
市
、
下
の
分
布

が
七
都
市
。

四
国
の
都
市
を
見
て
行
く
と
、
直
線
よ
り
上
に
分
布
し
て
い
る
の

は
松
山
市
（
誤
差
。
・
ご
、
高
知
市
（
誤
差
ω
・0
）
、
土
佐
清
水
市

（誤差帥・

5
、
下
に
分
布
し
て
い
る
の
は
高
松
市
（
誤
差
！
？

C
、

徳
島
市
（
誤
差
l
M
・
己
で
あ
る
。
四
国
南
岸
の
二
都
市
は
帯
離
度

が
高
く
、
交
流
の
少
な
さ
を
う
か
が
わ
せ
る
。
徳
島
市
の
誤
差
は
マ

イ
ナ
ス
戸
間
で
言
語
的
に
最
も
影
響
関
係
が
深
い
。

四
国
以
外
の
都
市
を
見
る
。
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ま
ず
九
州
東
海
岸
の
大
分
市
（
誤
差
0

・
】
）
、
北
九
州
市
（
議
書
・

－
）
、
宮
崎
市
（
誤
差
N

・
申
）
は
す
べ
て
直
線
よ
り
上
に
位
置
す
る
。

そ
の
う
ち
、
大
分
市
は
零
離
の
度
合
が
特
に
小
さ
く
九
州
の
三
都
市

の
中
で
最
も
親
密
な
関
係
に
あ
る
。

同
じ
中
園
地
方
の
山
口
市
（
誤
差
l

】
・
乙
、
岡
山
市
（
誤
差
l
u
・

4

）
は
、
共
に
直
線
よ
り
下
に
位
置
す
る
。
そ
の
う
ち
隣
県
の
岡
山

市
と
の
方
が
交
流
が
深
い
。

近
畿
地
方
の
四
都
市
を
見
る
と
、
和
歌
山
市
（
誤
差
0

・
乙
だ
け

が
直
線
よ
り
上
に
位
置
し
、
あ
と
の
神
戸
市
（
誤
差
l

戸
由
）
、
大

阪
市
（
誤
差
！
？
と
、
京
都
市
（
誤
差
1
0
・
C
は
直
線
よ
り
下
に

位
置
す
る
。
こ
れ
か
ら
こ
れ
ら
四
都
市
の
中
で
は
神
戸
市
と
の
言
語

交
流
の
大
き
さ
が
読
み
取
れ
る
。

図
k
、
岡
山
市
か
ら
見
た
場
合

全
体
的
に
見
た
場
合
、
直
線
よ
り
下
に
位
置
す
る
都
市
が
圧
倒
的

に
多
く
、
岡
山
市
は
言
語
面
で
非
常
に
開
放
的
な
都
市
と
言
え
よ
う
。

直
線
よ
り
上
に
位
置
す
る
の
は
三
都
市
、
下
に
位
置
す
る
の
は
十
一

都
市
。ま
ず
、
四
国
の
都
市
を
見
て
行
く
。
直
線
よ
り
上
に
位
置
す
る
の

は
高
知
市
（
誤
差
戸
N

）
、
土
佐
清
水
市
（
誤
差
問
－
M

）
の
二
つ
、
下

に
位
置
す
る
の
は
高
松
市
（
誤
差
l

－・

3
、
徳
島
市
（
翠
定
I
l

－－

s、

松
山
市
（
誤
差
l

目
・
由
）
の
三
都
市
で
あ
る
。
南
四
国
の
二
都
市
が

直
線
よ
り
か
な
り
上
に
位
置
す
る
の
は
地
理
的
な
関
係
か
ら
言
っ
て

も
う
な
ず
け
る
。
あ
と
の
、
高
松
市
、
徳
島
市
、
松
山
市
は
岡
山
市

に
対
す
る
誤
差
は
殆
ど
同
じ
と
言
っ
て
良
い
。

四
国
以
外
の
諸
都
市
を
見
て
行
く
。

ま
ず
、
九
州
東
岸
の
大
分
市
（
誤
差
1
0
・
C
、
北
九
州
市
（
誤

差
l

－
・
乙
、
宮
崎
市
（
誤
差
！
？
と
は
何
れ
も
直
線
よ
り
下
に
位

置
す
る
。
宮
崎
市
の
項
で
も
見
た
ご
と
く
、
岡
山
市
は
閉
鎖
的
な
宮

崎
市
と
あ
る
程
度
の
交
流
が
考
え
ら
れ
る
数
少
な
い
都
市
で
あ
る
。

山
口
市
、
広
島
市
か
ら
九
州
の
三
都
市
を
見
た
場
合
、
す
べ
て
直
線

よ
り
上
に
位
置
し
、
か
え
っ
て
九
州
か
ら
さ
ら
に
遠
い
岡
山
市
か
ら

見
た
場
合
、
こ
の
三
都
市
が
直
線
よ
り
下
に
位
置
す
る
こ
と
に
な
る

の
は
面
白
い
。

中
国
地
方
南
岸
の
他
の
二
つ
の
都
市
の
う
ち
、
山
口
市
（
誤
差
ケ

喧
）
は
直
線
よ
り
上
に
位
置
し
、
隣
県
の
広
島
市
（
誤
差
lω

・4
）
は

下
に
位
置
す
る
。

近
畿
地
方
の
四
都
市
、
神
戸
市
（
誤
差
！
日
・
0

）
、
和
歌
山
市

（
誤
差
！
日
・

3
、
大
阪
市
（
誤
差
l
M
・M
）
、
京
都
市
（
誤
差
l
u
－

c

は
す
べ
て
直
線
よ
り
下
に
位
置
す
る
。
特
に
神
戸
市
は
直
線
か
ら
大

き
く
下
方
に
帯
離
し
て
お
り
、
そ
の
交
流
の
深
さ
を
う
か
が
わ
せ
る
。
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図
l
、
神
戸
市
か
ら
見
た
場
合



全
体
的
に
み
た
場
合
、
諸
都
市
は
大
き
く
下
方
に
振
れ
て
分
布
し

て
お
り
、
そ
の
非
常
な
開
放
性
を
物
語
る
。
直
線
よ
り
上
に
分
布
す

る
の
は
わ
ず
か
南
四
国
の
ニ
都
市
、
下
方
に
位
置
す
る
の
は
十
二
都

市
で
あ
る
。

四
国
の
都
市
を
見
る
と
、
徳
島
市
（
誤
差
「
ω
）
、
土
佐
清
水
市

（
誤
差
？

C
が
直
線
よ
り
上
に
位
置
し
、
高
松
市
（
誤
差
1
0
・
5
、

高
知
市
（
誤
差
ー
－
・

5
、
松
山
市
（
誤
差
l
N
・ω
）
が
直
線
よ
り
下

に
位
置
す
る
。
土
佐
清
水
市
が
あ
る
程
度
直
線
よ
り
上
に
位
置
し
て

い
る
の
は
、
当
然
そ
う
で
あ
ろ
と
予
測
さ
れ
る
所
が
あ
る
。
一
方
、

徳
島
市
が
上
に
位
置
し
て
い
る
（
言
語
的
交
流
が
積
極
的
で
な
い
と

い
う
位
置
に
あ
る
）
と
い
う
の
は
、
四
国
の
そ
の
他
の
都
市
が
土
佐

清
水
市
を
除
く
と
直
線
よ
り
下
に
位
置
し
て
い
る
（
言
語
的
交
流
が

積
極
的
だ
と
い
う
位
置
に
あ
る
）
事
と
、
ま
た
こ
れ
ら
の
諸
都
市
の

地
理
的
位
置
関
係
を
考
え
て
も
、
一
般
的
な
見
方
と
は
異
な
る
結
果

と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
に
徳
島
市
自
体
は
非
常
に
言
語
面
で
開
放
的
な

都
市
で
あ
る
。
も
っ
と
も
先
に
徳
島
市
の
項
で
述
べ
た
よ
う
に
、
徳

島
市
か
ら
見
る
と
一
人
神
戸
市
だ
け
で
は
な
く
、
和
歌
山
市
、
大
阪

市
も
誤
差
は
プ
ラ
ス
に
振
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
し
て
も
土
佐
清
水
市

を
除
く
と
、
神
戸
市
に
と
っ
て
こ
の
徳
島
市
だ
け
が
誤
差
が
プ
ラ
ス

だ
と
い
う
の
は
徳
島
市
に
余
程
そ
の
言
語
文
化
的
な
発
信
力
に
独
自

で
大
き
い
も
の
が
あ
る
の
か
。

九
州
東
岸
の
大
分
市
（
誤
差
？
と
、
北
九
州
市
（
誤
差

P
C
、

宮
崎
市
（
誤
差
ケ
日
）
は
み
な
直
線
よ
り
下
に
位
置
す
る
。

中
園
地
方
の
山
口
市
（
誤
差
！
？
∞
）
、
広
島
市
（
誤
差
l
N
・申）、

岡
山
市
（
誤
差
問
・
0

）
は
皆
直
線
よ
り
下
に
位
置
す
る
。

同
じ
近
畿
地
方
の
他
の
三
都
市
、
大
阪
市
（
誤
差
！
日
・
喧
）
、
和
歌

山
市
（
誤
差
l

間－

c
、
京
都
市
（
誤
差
i
m
－
C
を
見
る
と
す
べ
て

が
直
線
よ
り
格
段
に
下
に
位
置
し
、
神
戸
市
を
含
む
こ
れ
ら
近
畿
地

方
の
四
都
市
の
言
語
面
に
代
表
さ
れ
る
文
化
的
交
流
の
緊
密
さ
を
教

え
て
く
れ
る
。
こ
の
緊
密
さ
は
今
ま
で
論
じ
て
き
た
も
の
と
比
較
に

な
ら
な
い
く
ら
い
の
も
の
で
あ
る
。

図
m
、
大
阪
市
か
ら
見
た
場
合

全
体
的
に
観
察
す
る
と
、
特
に
開
放
的
と
も
い
え
な
い
し
、
ま
た

閉
鎖
的
だ
と
も
言
え
な
い
。
こ
れ
は
一
般
的
な
予
測
、
大
阪
市
は
情

報
発
信
都
市
と
し
て
の
能
力
が
極
め
て
発
達
し
て
い
る
と
い
う
見
方

と
は
異
な
る
と
言
え
よ
う
。
直
線
よ
り
上
に
位
章
す
る
の
は
六
都
市
、

下
に
位
置
す
る
の
は
八
都
市
で
あ
る
。

四
国
の
諸
都
市
を
見
る
と
、
徳
島
市
（
誤
差
0

・
C
、
高
松
市

（
誤
差
0

・0
）
、
高
知
市
（
誤
差
？
自
）
、
土
佐
清
水
市
（
誤
差
ケ
ご

は
直
線
上
か
そ
れ
よ
り
上
に
位
置
す
る
。
直
線
よ
り
下
に
位
置
す
る

の
は
松
山
市
（
誤
差
1
0
・
ご
の
み
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
四
国
と
は

特
に
緊
密
な
関
係
に
あ
る
と
は
言
え
な
い
。
こ
の
事
実
は
四
国
地
方

が
関
西
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
る
と
の
一
般
的
な
認
識
に
基
づ
く
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予
測
と
は
大
き
く
異
な
り
、
新
た
な
見
方
と
｛
言
え
る
で
あ
ろ
う
（
こ

の
事
に
関
し
て
は
後
述
す
る
京
都
市
を
視
点
と
し
た
揖
窓
口
を
参
照
）
。

四
国
以
外
の
諸
都
市
を
見
ょ
う
。

九
州
東
海
岸
の
大
分
市
（
誤
差
1
0
・
5
、
北
九
州
市
（
誤
差
l

M

・
5
は
直
線
よ
り
下
に
位
置
し
、
宮
情
市
（
誤
差
l

－－
M

）
は
上
に

位
置
す
る
。

中
園
地
方
の
諸
都
市
を
見
る
に
、
岡
山
市
（
誤
差
l

戸
国
）
、
広

島
市
（
誤
差
1
0
・
5
は
直
線
よ
り
下
に
位
置
し
、
山
口
市
（
誤
差

0

・
3
は
直
線
よ
り
上
に
位
置
す
る
。
概
ね
距
離
に
比
例
し
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
。

同
じ
近
畿
の
三
都
市
を
見
る
に
、
前
項
で
神
戸
市
か
ら
見
た
場
合

と
同
様
、
神
戸
市
（
誤
差
l

印
・
由
）
、
京
都
市
（
誤
差
I
m
－
－
）
、
和

歌
山
市
（
誤
差
！
？

C
と
も
に
直
線
よ
り
ず
っ
と
下
方
に
位
置
し
、

そ
の
関
係
の
、
他
で
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
非
常
な
緊
密
さ
を
教
え
て

く
れ
る
（
神
戸
市
か
ら
見
た
時
の
近
畿
三
都
市
と
の
関
係
と
同
様
）
。

図
n
、
和
歌
山
市
か
ら
見
た
蝿
窓
口

全
体
的
に
見
て
、
諸
都
市
は
直
線
に
対
し
て
特
に
偏
っ
た
分
布
を

な
し
て
い
る
と
は
感
じ
ら
れ
な
い
。
直
練
よ
り
上
に
あ
る
の
は
六
都

市
、
下
に
位
置
す
る
の
は
八
都
市
で
あ
る
。

四
国
の
諸
都
市
は
直
属
よ
り
上
に
位
置
す
る
の
が
徳
島
市
（
誤
差

日
・
∞
）
、
高
松
市
（
誤
差
0

・
乙
、
高
知
市
（
誤
差
戸
由
）
、
土
佐
清

水
市
（
誤
差
戸
串
）
で
、
下
に
あ
る
の
が
松
山
市
（
誤
差
！
？
由
）
で

あ
る
。
こ
の
場
合
も
前
項
、
大
阪
市
か
ら
見
た
場
合
と
同
様
、
特
に

四
国
に
対
し
て
の
親
近
性
を
感
じ
る
こ
と
は
な
い
。

四
国
以
外
の
考
察
。

九
州
地
方
の
大
分
市
（
誤
差
l

－－
M

）
、
北
九
州
市
（
誤
差
l

閉・印）

は
直
諌
よ
り
下
に
位
置
し
、
宮
崎
市
（
誤
差
0

・ω
）
は
や
や
上
に
位

置
す
る
。
北
九
州
市
と
の
親
近
性
が
特
に
目
立
つ
。

中
園
地
方
の
岡
山
市
（
誤
差
l

－・

3
、
山
口
市
（
誤
差
1
0
・
C

は
直
線
よ
り
下
に
位
置
し
広
島
市
（
誤
差
0

・
乙
は
直
線
よ
り
や
や

上
に
位
置
。
特
に
目
立
つ
と
こ
ろ
は
な
い
。

同
じ
近
畿
地
方
の
神
戸
市
〈
誤
差
l

間－

c
、
大
阪
市
（
誤
差
！
？

C
、
京
都
市
（
誤
差
1

喧・
0

）
は
や
は
り
、
非
常
に
大
き
く
直
線
よ

り
下
に
振
れ
こ
れ
ら
四
都
市
の
親
密
性
を
う
か
が
わ
せ
る
。
特
に
京

都
市
と
の
関
係
は
そ
の
中
で
も
緊
密
を
極
め
る
。
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図
o
、
京
都
市
か
ら
見
た
場
合

全
体
的
に
見
た
場
合
、
諸
都
市
の
ほ
と
ん
ど
は
直
線
よ
り
下
に
分

布
し
、
明
ら
か
に
言
語
的
に
開
放
的
で
あ
り
、
一
言
語
情
報
の
発
信
基

地
と
し
て
の
性
格
を
明
確
に
持
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
直
線
よ
り

上
に
位
置
す
る
の
は
三
都
市
、
下
に
位
置
す
る
の
は
十
一
都
市
。
四

国
の
都
市
を
見
る
と
、
直
練
よ
り
下
に
位
置
す
る
の
は
徳
島
市
（
誤



差
1
0
・
C
、
高
松
市
〈
誤
差
iω
－

c
、
高
知
市
（
誤
差
！
？
三
、

松
山
市
（
誤
差
1

－・

5
で
あ
り
、
上
に
位
置
す
る
の
は
土
佐
清
水

市
（
誤
差
？
さ
で
あ
る
。
中
で
も
高
松
市
と
の
交
流
が
盛
ん
と
言

え
よ
う
。
こ
れ
で
見
る
と
、
大
阪
市
と
四
国
の
間
柄
と
異
な
り
、
そ

の
親
近
性
が
う
か
が
え
る
。
つ
ま
り
、
四
国
の
都
市
は
大
阪
市
を
飛

び
越
し
て
、
京
都
市
と
の
一
言
語
文
化
的
交
流
が
深
い
と
言
え
る
か
。

四
国
以
外
の
都
市
は
ど
う
出
あ
ろ
う
か
。

九
州
室
停
の
大
分
市
（
誤
差
l

こ
）
、
北
九
州
市
（
誤
差
よ
い
）

は
直
線
の
下
に
位
置
し
、
宮
崎
市
（
誤
差
。
・
ご
は
や
や
上
に
位
置

す
る
。
北
九
州
市
の
直
線
か
ら
の
マ
イ
ナ
ス
方
向
へ
の
帯
離
度
は
図

。
の
中
で
は
近
畿
地
方
の
都
市
を
除
け
ば
結
構
高
い
方
で
、
図
f
で

見
た
よ
う
に
北
九
州
市
の
近
畿
四
都
市
と
の
つ
な
が
り
を
見
せ
る
。

中
園
地
方
の
岡
山
市
（
誤
差
lω
－

c
、
広
島
市
（
誤
差
！
？
ご

は
直
線
よ
り
下
に
位
置
し
山
口
市
（
誤
差
。
・

5
は
上
に
位
置
。
岡

山
市
の
誤
差
値
は
距
離
と
共
に
高
松
市
と
全
く
同
じ
で
あ
る
。

近
畿
地
方
の
三
都
市
、
大
阪
市
（
誤
差

1
2）
、
控
戸
市
（
墾
E
l

m－

c、
和
歌
山
市
（
誤
差
l

由・
0

）
は
こ
こ
で
も
大
き
く
直
線
よ
り

下
に
位
置
す
る
。
不
思
議
な
こ
と
は
京
都
市
を
裡
思
と
し
て
大
阪
市
、

神
戸
市
、
和
歌
山
市
と
距
離
が
遠
く
な
る
に
つ
れ
、
マ
イ
ナ
ス
の
帯

離
度
の
み
で
な
く
相
違
度
の
値
そ
の
も
の
ま
で
も
が
小
さ
く
な
る
こ

と
で
あ
る
。
こ
れ
は
大
阪
市
は
京
都
と
は
違
う
独
自
の
文
化
を
持
っ

て
い
て
、
京
都
市
の
影
響
を
和
歌
山
市
ほ
ど
に
は
直
接
受
け
に
く
い

と
い
う
事
か
。

四
、
結

論

以
上
、
一
五
都
市
す
べ
て
に
わ
た
っ
て
検
証
し
て
き
た
が
、
こ
れ

か
ら
四
国
地
方
全
体
に
関
し
て
次
の
よ
う
な
事
が
言
え
る
か
と
甲
山
T

っ。

ま
ず
、
四
国
内
部
の
事
に
関
し
て
述
べ
る
と
、
南
四
国
（
高
知
県
）

と
北
四
国
（
愛
媛
県
、
香
川
県
）
と
に
分
け
る
こ
と
が
出
来
、
北
と

南
の
対
立
が
非
常
に
は
っ
き
り
し
て
い
る
。
こ
れ
に
あ
と
東
四
国

（
徳
島
県
）
を
立
て
る
こ
と
が
出
来
、
こ
れ
は
南
四
国
、
北
四
国
両

方
に
非
常
な
影
響
力
を
持
ち
、
四
国
の
言
語
情
報
の
発
信
基
地
の
位

置
を
持
っ
て
い
る
。

九
州
地
方
と
四
国
と
の
関
係
に
つ
い
て
述
べ
る
と
、
従
来
、
四
国

西
端
地
方
が
九
州
東
海
岸
と
言
語
的
に
関
係
が
深
い
と
思
わ
れ
て
き

た
が
、
今
回
の
検
証
結
果
で
は
そ
れ
は
証
明
で
き
ず
、
影
響
関
係
の

あ
ま
り
な
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。
そ
の
一
方
で
東
九
州
の
三
輩
巾
は
、

愛
媛
県
の
松
山
市
が
地
理
的
な
位
置
か
ら
も
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
言

語
的
に
速
い
と
は
言
え
な
い
点
と
、
徳
島
県
の
徳
島
市
が
地
理
的
に

は
も
最
も
九
州
か
ら
遠
く
に
位
置
し
て
い
る
の
に
言
語
的
に
は
さ
ほ

ど
遠
く
な
く
、
マ
イ
ナ
ス
の
帯
離
度
が
最
も
大
き
い
こ
と
が
分
か
っ

た
。
徳
島
市
の
言
語
的
影
響
力
の
強
さ
が
こ
こ
で
も
表
れ
て
い
る
。

中
園
地
方
と
四
国
と
の
関
係
は
ど
う
か
。
山
口
市
と
は
殆
ど
影
響
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関
係
を
持
た
な
い
と
言
っ
て
も
良
い
。
広
島
市
も
東
四
国
の
徳
島
市

を
除
い
て
は
余
り
積
極
的
な
関
係
は
認
め
ら
れ
な
い
。
岡
山
市
に
な

る
と
南
四
国
は
別
に
し
て
、
北
四
国
、
東
四
国
と
積
極
的
な
関
わ
り

が
認
め
ら
れ
る
。

近
畿
地
方
と
四
国
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
ど
う
で
あ
る
か
。
非
常

に
孤
立
的
な
言
語
状
況
の
土
佐
清
水
市
は
別
と
し
て
、
四
国
の
ど
の

地
方
と
も
神
戸
市
と
京
都
市
と
は
言
語
的
に
親
し
い
と
き
守
え
る
。
し

か
し
、
こ
れ
も
四
国
と
特
に
結
び
付
き
が
深
い
と
い
う
も
の
で
は
な

く
、
神
戸
市
・
京
都
市
は
ほ
と
ん
ど
の
都
市
と
こ
の
よ
う
な
関
係
に

あ
る
。
大
阪
市
と
四
国
と
の
関
係
は
予
想
さ
れ
る
ほ
ど
緊
密
な
も
の

で
は
な
い
事
が
分
か
っ
た
。
特
に
南
四
国
に
対
し
て
影
響
力
は
弱
い
。

愛
媛
（
松
山
市
）
だ
け
は
そ
の
他
の
地
区
よ
り
近
畿
か
ら
の
影
響
を

受
け
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

ま
た
、
徳
島
県
徳
島
市
は
四
国
の
内
部
に
対
し
て
は
も
と
よ
り
、

関
西
以
外
の
都
市
に
対
し
て
あ
る
程
度
の
言
語
情
報
発
信
の
力
を
持

っ
と
見
ら
れ
る
点
、
特
記
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

注

注

ニ
都
市
聞
の
距
離
を
、
直
線
距
離
で
示
し
た
こ
と
に
疑
義
を
は
さ
む

向
き
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
以
下
な
ぜ
そ
う
し
た
か
を
述
べ
る
。

例
え
ば
道
程
距
離
を
も
っ
て
そ
れ
に
当
て
る
べ
き
だ
と
い
う
意
見
も
あ

ろ
う
。
し
か
し
、
前
稿
、
本
稿
と
も
に
こ
都
市
聞
に
海
が
横
た
わ
る
場

合
も
あ
り

空
距
離
と
海
上
距
離
と
を
ど
う

事
〆丈

き
か
と

つ

問
題
が
出
て
く
る
。
ま
た
、
た
と
え
聞
に
海
が
無
い
場
合
で
も
、
一
一
都

市
聞
に
山
脈
の
よ
う
な
地
理
的
障
害
が
あ
る
場
合
〈
そ
の
結
果
、
例
え

ば
道
程
距
離
は
長
く
な
る
）
、
直
線
距
離
で
考
え
た
方
が
、
そ
の
障
害

が
例
え
ば
式
A
で
表
わ
さ
れ
る
直
線
か
ら
の
帯
離
の
度
合
と
し
て
数
量

的
に
現
わ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
を
道
程
距
離
で
計

算
す
れ
ば
、
あ
る
時
、
相
違
度
は
道
程
距
離
に
み
あ
っ
た
結
果
し
か
出

て
こ
ず
、
障
害
が
数
量
的
に
現
わ
れ
な
い
こ
と
も
あ
る
。
ま
た
山
脈
を

通
る
路
の
勾
配
な
ど
は
全
く
考
慮
さ
れ
な
い
。
ま
た
川
が
言
語
的
交
流

の
障
害
に
な
っ
て
い
る
場
合
、
一
つ
の
橋
さ
え
あ
れ
ば
山
脈
の
よ
う
に
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道
程
距
離
が
長
く
な
る
こ
と
が
な
く
、
障
害
の
要
因
と
し
て
の
川
は
見

過
こ
さ
れ
て
し
ま
う
。
道
程
距
離
を
採
用
す
る
こ
と
は
一
見
理
に
か
な
っ

て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
欠
点
が
あ
り
、
障
害
が
数
量
と

な
っ
て
現
わ
れ
や
す
い
直
線
距
離
を
採
用
し
た
。
こ
の
場
合
つ
ま
り
、

す
べ
て
の
都
市
が
地
理
的
障
害
の
な
い
平
野
に
位
置
す
る
と
最
初
仮
定

し
、
式
A
で
表
さ
れ
る
直
線
を
得
、
そ
こ
か
ら
な
ぜ
そ
れ
ぞ
れ
の
都
市

が
直
線
よ
り
上
に
位
置
し
た
り
下
に
位
置
し
た
り
す
る
か
、
そ
の
理
由

を
考
え
る
訳
で
あ
る
。
地
理
的
な
障
害
は
そ
の
一
因
子
で
あ
る
。

右
に
述
べ
た
よ
う
に
完
全
で
は
あ
り
得
な
い
道
程
距
離
を
導
入
す
る

と
、
逆
に
地
理
的
な
障
害
が
き
ち
ん
と
見
え
な
く
な
る
恐
れ
が
あ
る
の

で
あ
る
。



注 表II （二地点閣の距離）

｜＼ 高 松 高 徳 大 宮 山 広 岡 神 大 京
知 山 松 島 分 崎 口 島 山 戸 阪 都

＼ 102 117 200 206 233 137 174 209 183 225 296 320 263 360 
知高 102 ＼ 78 98 111 255 185 272 209 137 126 198 322 170 261 
松山 117 78 I~ 132 170 180 128 2准8131 69 141 246 273 231 308 
意200 98 132 ＼ 56 303 260 365 246 149 36 116 141 107 176 
徳島 206 111 170 56 ＼ 348 293 謁1293 200 87 90 111 60 153 
233 255 180 303 348 ＼ 104 228 62 159 299 414 443 407 473 

大分 137 185 128 260 293 104 ＼ 149 105 152 267 372 398 353 435 

露174 272 248 365 381 228 149 I~ 249 293 386 468 489 435 531 
山 209 209 131 246 293 62 105 249 I~ 99 240 356 384 351 414 口

広島 183 137 69 149 200 159 152 293 99 ＼ 141 257 285 255 315 
岡山 225 126 141 36 87 299 267 指6240 141 ＼ 117 146 126 176 
神戸 296 198 246 116 90 414 372 468 356 257 117 I~ 29 51 63 
査320 222 273 141 111 443 3鮒 489 384 285 146 29 I~ 59 44 
263 170 231 107 60 407 353 435 351 255 126 51 59 ＼ 104 

尽都 360 261 308 176 153 473 435 531 414 315 176 63 44 104 I~ 
（単位km)
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